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経　　済

国内外のファンドによる出資は10兆円規模を想定。福島廃炉8兆円は国の
責任とする再建策だ。4子会社は各々上場を目指す。すなわち東電の「解
体」だが、赤字経営脱却と電力の安定供給は両立するのか。（68頁）
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政　治 WORLD

中道結成は再編の序章。選挙結果しだいで玉
木も石破も揺れ動く。一方の連立政権は組み
替えを視野に、より「右シフト」を早める可能
性も。久 の々本格再編が始まるにせよ、国民不
在の権力闘争には変わりない。（48頁）
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「強者はしたいことをして、弱者はそれを耐え忍ぶ」。カーニー演説は世界の現
実を冷徹に定義した。密林のボスの横暴に膝を屈するか、中堅国の結集で対
抗するか。選挙の争点にもならない究極の平和ボケ日本。（6頁）
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国内外のファンドによる出資は10兆円規模を想定。福島廃炉8兆円は国の
責任とする再建策だ。4子会社は各々上場を目指す。すなわち東電の「解
体」だが、赤字経営脱却と電力の安定供給は両立するのか。（68頁）

日本最西端で台湾海峡との最前線の島は、過疎
と「軍事要塞化」の重圧に苦しむ。ミサイル受
け入れを迫る政府は、この地に常勤の医師すら
手当てしない。80年前と変わらぬ「沖縄蔑視」
が1700人の島民を切り裂く。（110頁）
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替えを視野に、より「右シフト」を早める可能
性も。久 の々本格再編が始まるにせよ、国民不
在の権力闘争には変わりない。（48頁）
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